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能登半島地震、熊本地震を踏まえて考える
被災者支援のためのデジタル活用

被災者支援のために多様なシステムのデータをつなげる視点がこれからは大事になって
きます。能登半島地震、熊本地震でのデジタル活用がどのように行われたか、「場所
（避難所）の支援」から「人（避難者等）の支援」への考え方の転換のなかで、これ
からのデジタル活用はどう変わっていくのかをわかりやすく議論します。

防災総合情報システム（SOBO-WEB）、県の防災情報システム、市町村の
被災者支援関連システム（罹災証明、住家被害調査、被災者台帳）、物資シ
ステム、避難所運営支援アプリ、健康共有アプリなど、災害発生時に活用される
システムが多様化しています。
ローコード、ノーコードツールで簡単な仕組みで自前の構築をするケースも増えて
います。多様化している現状もおさえて、できるだけわかりやすい議論をします。 このセッション
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